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去
る
１
月
31
日(
土)

長
生
炭
鉱
水

没
事
故
73
周
年
犠
牲
者
追
悼
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
１
部
・
追
悼
式
は
「
追
悼
ひ
ろ

ば
」
で
開
催
さ
れ
、
来
日
遺
族
７
名

に
よ
り
、
厳
か
に
チ
ェ
サ(

朝
鮮
式
法

事)

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
初

め
て
参
加
の
黄
鍾
培
（
フ
ァ
ン
ジ
ョ
ン

ベ
）
さ
ん
は
「
今
ま
で
弟
た
ち
が
訪
問

し
た
が
、
私
は
初
め
て
。
事
故
当
時
、

４
歳
の
私
は
兄
の
死
を
実
感
で
き
な

か
っ
た
が
、
オ
モ
ニ
が
深
い
悲
し
み

に
浸
っ
て
い
た
姿
は
よ
く
覚
え
て
い

る
。
天
国
に
旅
立
っ
た
オ
モ
ニ
の
分

も
心
を
込
め
て
祈
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。 

 

第
２
部
・
講
演
会
は
ヒ
ス
ト
リ
ア

宇
部
に
会
場
を
移
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
戦
没
者
追
悼
と
平
和
の
会
」
理
事

長
の
塩
川
正
隆
さ
ん
に
よ
る
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。 

(

※
講
演
要
旨
抜
粋
は
後
述)

。 

                  
 

刻
む
会 

 

た
よ
り 

 

    

長
生
炭
鉱
の
“
水
非
常
”
を
歴
史
に
刻
む
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

代
表 

山 

口 

武 

信 
 

 
 

事
務
局 

宇
部
市
常
盤
町
一
―
一
―
九
（
宇
部
緑
橋
教
会
内
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

℡ 

〇
八
三
六
（
二
一
）
八

〇
〇
三 

 

カ
ン
パ
振
込
先 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

口
座
番
号 

０
１
５
９
０
―
７
―
３
２
４
０
５ 

 

名
義 

長
生
炭
鉱
の
水
非
常
を
歴
史
に
刻
む
会 

 
 

 

 
 

長
生
炭
鉱
の
水
非
常
を
歴
史
に
刻
む
会 

共
同
代
表 

井
上
洋
子
・
内
岡
貞
雄
・
木
村
道
江 

事
務
局 

宇
部
市
常
盤
町
一
―
一
―
九
（
宇
部
緑
橋
教
会
内
） 

℡
０
８
３
６
（
２
１
）
８
０
０
３ 

 
 

カ
ン
パ
振
込
先 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

口
座
番
号 

０
１
５
９
０
‐
７
‐
３
２
４
０
５ 

名
義 

長
生
炭
鉱
の
「
水
非
常
」
を
歴
史
に
刻
む
会 

年
会
費 

正
会
員
３
，
０
０
０
円 

賛
助
会
員
１
，
０
０
０
円 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

:/
/
w

w
w

.c
h
o

u
s
e
ita

n
k
o

u
.c

o
m

 
 

メ
ー
ル 

c
h
o
u
se

ita
n
ko

u
@

m
e
.c

o
m
 

№５６  

刻
む
会 

た
よ
り 

２０１５．３．１３   

№３７ 

2008．12．19 

韓国遺族会挨拶 

弔辞 

会長・金亨洙（キムヒョンス）氏 

孫石川（ソンソクチョン）氏 

駐広島大韓民国総領事挨拶 

総領事・徐張恩（ソチャンウン）氏  

追悼ひろば説明 

共同代表・内岡貞雄 

司会・主催者挨拶 

共同代表・井上洋子 

碑文朗読 

山内弘恵 

たくさんの方々にご参加いた

だきました。 

ありがとうございまいした。 
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講
演
録(

要
約) 

戦
没
者
に
不
戦
を
誓
う
旅
に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

Ｎ
ＰО

法
人
戦
没
者
追
悼
と
平
和
の
会 

理
事
長 

塩
川 

正
隆 

☆
活
動
の
き
っ
か
け
は
父
親
の
戦
死
で
す
。 

 

父
親
は
、
１
９
４

５
年
６
月
22
日
、
沖

縄
戦
で
32
歳
の
若
さ

で
戦
死
し
ま
し
た
。

家
に
は
死
亡
通
知
と

共
に
、「
沖
縄
方
面
霊

石
」
と
書
か
れ
た
紙

の
箱
に
入
っ
た
「
石

こ
ろ
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
父
親
の
最
期
の

場
所
を
知
り
た
い
と
思
い
、
活
動
を
始
め
た
の
が

１
９
７
７
年
か
ら
で
す
。 

 

沖
縄
の
防
空
壕
に
行
っ
た
時
、
戦
後
30
年
を
経

過
し
て
い
る
の
に
遺
体
や
遺
品
が
散
乱
し
た
ま
ま

の
様
子
に
衝
撃
を
受
け
、
憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
で
は
父
親
は
浮
か
ば
れ
な
い
と
思
い
、
沖
縄

県
や
当
時
の
厚
生
省
に
戦
没
者
の
遺
体
収
容
を
申

し
入
れ
ま
し
た
が
、
取
り
合
っ
て
も
ら
え
ず
、
そ

れ
な
ら
自
分
た
ち
で
や
る
し
か
な
い
と
活
動
を
始

め
ま
し
た
。 

☆
今
年
も
沖
縄
の
防
空
壕
発
掘 

 

今
年
１
月
に
も
沖
縄
を
訪
問
し
、
現
地
の
方
々

と
一
緒
に
遺
体
収
容
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

沖
縄
に
は
何
千
カ
所
と
い
う
未
開
封
防
空
壕
が

存
在
し
て
い
ま
す
が
、
政
府
の
発
掘
作
業
は
１
年

に
１
カ
所
し
か
行
わ
ず
、
こ
れ
で
は
何
百
年
か
か

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
海
外
に
は
１
１
３
万
人
の

戦
争
犠
牲
者
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
で
い
ま
す
。
私

の
役
割
は
、
戦
争
犠
牲
者
の
「
声
な
き
声
」
を
一

人
で
も
多
く
の
国
民
に
伝
え
、
日
本
政
府
を
動
か

す
こ
と
で
す
。 

☆
沖
縄
県
議
会
が
政
府
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施
を

求
め
る
意
見
書 

 

沖
縄
県
民
の
４
分
の
１
に
も
及
ぶ
１
２
万
人
が

犠
牲
と
な
っ
た
沖
縄
県
で
、
私
ど
も
と
と
も
に
活

動
を
続
け
て
い
る
仲
間
（
沖
縄
県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
）
の
要
請
を
受
け
、
沖
縄
県
議
会
が
動
き
、

昨
年
日
本
政
府
に
対
し
、
戦
争
犠
牲
者
を
遺
族
に

返
す
た
め
に
遺
族
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
求
め
る
意
見

書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

☆
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
遺
体
収
容
活
動 

 
私
の
叔
父
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
レ
イ
テ
島
で
１
９

４
５
年
７
月
に
戦
死
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

レ
イ
テ
島
で
は
８
万
人
の
旧
日
本
軍
兵
士
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
遺
骨
は
１
万
５
０
０
０

人
し
か
帰
国
し
て
い
ま
せ
ん
。
ふ
る
さ
と
で
待
っ

て
い
る
遺
族
の
元
に
帰
っ
た
遺
骨
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
ど
も
は
、
毎
年
７
月
の
日
比
合
同
追
悼
式
典
を

は
じ
め
、
地
元
小
学
校
の
校
舎
建
設
や
学
用
品
贈

呈
、
台
風
の
避
難
所
の
建
設
、
ヤ
シ
の
木
の
寄
贈

等
様
々
な
友
好
親
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

☆
「
戦
争
こ
そ
最
大
の
人
権
侵
害
」
日
本
弁
護
士
連

合
会
の
意
見
書 

 

国
会
議
員
に
訴
え
て
も
政
府
は
動
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
に
戦
没
者

の
扱
い
が
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
と
の
申
立
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
は

「
戦
争
こ
そ
最
大
の
人
権
侵
害
」
で
あ
る
と
の
意

見
書
を
日
本
政
府
に
発
し
ま
し
た
。
日
本
に
は
国

の
為
に
犠
牲
と
な
っ
た
戦
没
者
を
収
容
す
る
と
い

う
法
律
が
あ
り
ま
せ
ん
。
重
要
な
の
は
「
戦
没
者

を
遺
族
の
元
へ
返
す
」
こ
と
、
国
策
で
朝
鮮
半
島

か
ら
徴
用
さ
れ
犠
牲
と
な
り
、
現
在
も
海
底
に
眠

る
犠
牲
者
の
方
々
も
、
日
本
政
府
が
責
任
を
持
っ

て
遺
族
の
元
に
返
す
べ
き
で
し
ょ
う
。 

☆
忍
び
よ
る
戦
争
の
危
機 

 

皆
さ
ん
は
、
国
家
安
全
保
障
法
を
ご
存
じ
で
す

か
、
こ
の
法
律
で
最
も
恐
い
の
は
現
在
の
日
本
国

憲
法
が
法
で
国
家
権
力
を
縛
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

こ
の
法
律
は
、
法
で
国
民
を
縛
ろ
う
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
行
動
し
な

い
と
、
力
を
持
つ
国
家
権
力
並
び
に
同
調
者
は
あ

ら
ゆ
る
手
段
で
反
権
力
の
国
民
に
牙
を
向
け
て
き

ま
す
。
自
民
党
は
ア
メ
リ
カ
追
従
と
大
企
業
優
先

の
政
治
で
あ
り
、
戦
争
の
危
機
が
せ
ま
っ
て
い
ま

す
。 

☆
遺
族
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
残
す
こ
と
が
大
事 

 

遺
族
は
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。
幸
い
長
生
炭
鉱

の
犠
牲
者
は
戦
場
の
よ
う
に
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
何
十
年
後
に

発
掘
さ
れ
て
も
遺
族
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
さ
え
あ
れ
ば
誰
の

遺
体
か
わ
か
り
ま
す
。
発
掘
は
国
が
そ
の
気
に
な

れ
ば
す
ぐ
で
き
る
事
で
す
。
こ
の
運
動
を
こ
こ
だ

け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
全
国
に
発
信
し
日
本
人
の
心

に
訴
え
る
事
が
大
事
で
す
。
安
倍
総
理
の
お
ひ
ざ

元
か
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。 

講演する塩川正隆さん 
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☆
戦
死
し
た
朝
鮮
半
島
出
身
者
は
差
別
的
扱
い
を

受
け
て
い
る 

 

同
じ
戦
場
で
亡
く
な
っ
て
も
韓
国
の
遺
族
に
は

死
亡
通
知
す
ら
な
く
、
ま
し
て
遺
族
年
金
も
支
給

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
政
府
は
日
韓
条
約
で
報
告
済

み
と
い
っ
て
そ
れ
以
上
責
任
を
と
ろ
う
と
し
ま
せ

ん
。
朝
鮮
半
島
か
ら
、
誰
が
何
の
た
め
に
連
行
し
、

死
に
至
ら
し
め
た
の
か
を
考
え
れ
ば
日
本
政
府
が

取
る
べ
き
事
は
、
自
分
が
そ
の
身
に
な
れ
ば
判
る

こ
と
で
す
が
、
こ
の
戦
争
犠
牲
者
の
声
は
日
本
政

府
に
は
届
き
ま
せ
ん
。
韓
国
政
府
が
日
本
政
府
に

情
報
の
開
示
を
求
め
、
遺
骨
返
還
を
要
求
す
る
し

か
実
現
の
目
途
は
立
た
な
い
で
し
ょ
う
。 

☆
長
生
の
現
地
を
み
て
解
決
の
方
向
は 

 

ひ
と
つ
は
、
遺
族
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
本
日
来
日
し
て

い
る
遺
族
か
ら
ま
ず
と
る
こ
と
。
日
本
政
府
は
遺

族
が
死
ぬ
こ
と
を
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
に
発
掘
す
る
た
め
の
金
を
ど
う
す
る
の
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
（
給
付
金
）
制
度
を
活
用
す
べ
き

で
す
。
宇
部
市
に
納
税
す
る
と
、
現
在
は
お
返
し

に
は
地
元
の
酒
と
お
菓
子
と
宝
く
じ
で
す
。
宇
部

市
が
朝
鮮
半
島
の
友
好
の
た
め
に
遺
体
発
掘
作
業

を
支
援
す
る
と
い
う
募
金
を
全
国
に
呼
び
か
け
れ

ば
、
宇
部
市
の
イ
メ
ー
ジ
も
あ
が
る
し
、
犠
牲
者

を
ふ
る
さ
と
に
か
え
す
こ
と
も
で
き
る
し
、
関
係

国
と
の
友
好
も
深
ま
り
、
日
本
の
国
益
に
も
つ
な

が
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
宇
部
市
に
ぜ
ひ
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
提
案
し
ま
す
。 

 

私
も
政
府
と
の
交
渉
な
ど
で
き
る
限
り
の
御
支

援
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

                
 

追悼のひろばに立って 

 小林久公(強制動員真相究明ネットワーク事務局長) 

 歴史を忘れてはならない、私たちは忘却の民ではいけ

ない、73 年目の追悼式に始めて参加させていただいて、

ピーヤを遠くに眺めながらそう思わずにはいられなかっ

た。だが、今の日本で進んでいるのは、歴史を忘れるだ

けでなく、それを偽造すること。歴史認識の書き換え。

水底から彼らは叫ばざるを得ないだろう。俺たちは、ま

だここにいるのだと。そこには朝鮮人も日本人もいる。

彼らの声が、今日も私の胸を打ち続けている。日本は、

そもそも戦争のできる国ではないのだと。 

（※後日感想をいただきました。） 

※強制動員真相究明ネットワーク 
日本の市民ネットワーク。2004 年韓国に真相究明委員会が

発足したことを契機に 2006 年発足。全国の戦時中の朝鮮人

強制連行について究明・情報交換を行っている。（6P 参照） 

関東大震災朝鮮人虐殺の真実を

知り追悼する神奈川実行委員会 

 代表 山本すみ子さん 

昨今、教科書や副読本から「朝鮮人虐殺」が消

えようとしています。また、「虐殺」と言う言

葉は、教育の現場にふさわしくないと言って、

変えられようとしています。街の中で「殺せ」

「出て行け」など在日韓国・朝鮮人にたいする

ヘイトスピーチに時代の危機感を感じます。こ

のような時だからこそ、横浜の虐殺事実を究明

し、伝え、虐殺された朝鮮人の追悼をしようと

強く思った人間が集まり、会を結成しました。

毎年 9 月 1 日前後に追悼集会を開催していま

す。ぜひお越しください。(集会発言より抜粋) 

【
司
会
】 

 

共
同
代
表 

井
上
洋
子 

【
韓
国
遺
族
会
挨
拶
】 

会
長 

金
亨
洙
（
キ
ム
ヒ
ョ
ン
ス
）

氏 

【
主
催
者
挨
拶
】 

共
同
代
表 

内
岡
貞
雄 

【初来日遺族】 
黄鍾培（ファンジョンベ）さん 

【閉会挨拶】 
共同代表 木村道江 
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 塩川さんのご協力により、

今回、来日遺族の DNA 検体採

取を行いました。 

 今後は、遺族会と連携しな

がら、遺族の DNA 検体採取を

随時行い、来るべき遺骨発掘

の未来に向け、準備をしてい

きたいと考えています。 

 様々な課題はありますが、

ひとつひとつ解決していけ

るよう、今後一層の皆様のご

協力・ご支援をお願いしま

す。 

長生炭鉱水没事故７３周忌追悼辞 

 １９４２年２月３日は、西岐波の海辺で起こった長生炭鉱の水没事故で、強制労働を強いら

れていた韓国人１３６人を含んだ鉱員１８３人が坑道に閉じ込められ犠牲とされた日です。  

 まず、悔しく死なれ、未だに二つの「ピーヤ」の深い海の底に眠っていらっしゃる犠牲者及

び遺族の方々に謹んでお悔やみ申し上げます。 

 日本が犯したアジア太平洋戦争により、強制連行された韓国の青年たちはもちろん、４０人

余りの日本人も戦争の混乱の中で放置されました。しかし、「長生炭鉱の水非常を歴史に刻む

会」と韓国の遺族会は彼らを決して忘れずに、１９９３年から毎年追悼式を行い、犠牲者たち

を慰め、また憶えてきました。我が国はこれを歴史に記録するため、２００５年４月、真相調

査に取り組み、２００７年にその結果に関する報告書を発表しました。２０１３年には日韓友

好の基になる追悼碑が建てられ遺族たちの念願が叶いました。 

 しかし、７３年前の悲劇はまだ終わってません。冷たい海の底には心を焦がしながら家族と

の再会を待っている犠牲者たちが眠っているからです。家族との再会が叶う瞬間、はじめて犠

牲者たちは強制連行の痛みから脱し、本当の光復を迎え、安らかに眠ることができると思いま

す。 

 今年は日帝の植民支配より解放され７０周年になる年であり、日韓国交正常化５０周年、節

目の年です。この年を迎え、植民地の被害とアジア太平洋戦争の痛みを克服するために日韓両

国はもちろん、東アジア全体が、反戦と平和のメッセージを広げる、また確かめる年にならな

ければなりません。 

 本日、長生炭鉱水没事故７３周忌追悼集会に私たちの委員会が韓国政府の機関として、なす

べき役割は何かを改めて考えています。 

 もう一度遺族の方々に心よりご冥福をお祈り申し上げます。また是非１８３人の犠牲が無駄

にならないように最善を尽くします。 

２０１５．１．３１． 

国務総理所属対日抗爭期強制連行被害調査及び国外強制連行犠牲者等支援委員会委員長  

朴 インファン 

韓国政府より追悼集会へメッセージが寄せられました 

ＤＮＡ検体採取をする 

来日遺族達  

西光寺で位牌と対面する

来日遺族達 

☆西光寺訪問 

☆「刻む会」との交流 
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参
加
者
よ
り
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た 

 

☆
呉 
充
功
（
オ 

チ
ュ
ン
ゴ
ン
）
さ
ん 

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
製
作
監
督 

記
録
映
画
「
隠
さ
れ
た
爪
跡
」 

―
関
東
大
震
災
と
朝
鮮
人
虐
殺
― 

１
９
８
３
年 

記
録
映
画
「
ア
ボ
ヂ
と
オ
モ
ニ
」 

―
曹
仁
承
・
朴
粉
順
夫
婦
の
記
録
―
１
９
８
４
年 

記
録
映
画
「
払
い
下
げ
ら
れ
た
朝
鮮
人
」 

―
関
東
大
震
災
と
習
志
野
収
容
所
― 

１
９
８
６
年 

関
東
大
震
災
記
憶
の
継
承 

 
 

関
東
大
震
災
90
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
編 

映
画
完
成
か
ら
30
年 

―
曹
仁
承
ア
ボ
ヂ
と
共
に 

 

●
感
想
文 

 

１
月
31
日
、
私
は
韓
国
よ
り
来
日
さ
れ
た
遺
族

７
名
の
ア
ボ
ヂ
達
が
長
生
炭
鉱
追
悼
広
場
で
１
３

６
名
の
朝
鮮
人
犠
牲
者
の
チ
ェ
サ(

祭
祀)

を
執
り

行
う
姿
を
間
近
で
撮
影
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

父
と
兄
弟
を
呑
み
込
ん
だ 

宇
部
市
床
波
の
海

底
に
遺
族
会
が
73
年
間 

溜
め
た
恨
（
ハ
ン
）
と
、

そ
の
悲
し
み
と
怒
り
に
20
年
以
上
の
年
月
を
超
え

て 

寄
り
沿
っ
て
来
ら
れ
た
山
口
武
信
前
代
表
を

は
じ
め
と
す
る
「
刻
む
会
」
の
活
動
に
深
い
感
動

と
希
望
を
授
か
り
ま
し
た
。 

 

撮
影
し
な
が
ら
犠
牲
者
の
一
人
で
あ
る
黄
鐘
吉

氏
の
弟
・
黄
鐘
培
ア
ボ
ヂ
と
話
を
し
ま
し
た
。
今

回
の
追
悼
式
に
ご
自
身
は
初
め
て
出
席
さ
れ
、
二

人
の
弟
達
が
２
０
０
７
年
に
次
い
で
13
年
、
14
年

に
床
波
に
訪
れ
た
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

そ
し
て
、
兄
が
当
時
16
歳
で
日
本
に
「
勉
強
し

に
行
く
」
と
故
郷
を
出
た
の
に
、
な
ぜ
長
生
炭
鉱

の
海
底
坑
道
で
亡
く
な
っ
た
の
か
？
そ
の
足
跡
を

知
り
た
い
と
ず
っ
と
思
い
続
け
て
き
た
、
と
カ
メ

ラ
に
向
か
っ
て
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

２
月
１
日
、
西
光
寺
で
は
兄
の
位
牌
を
自
ら
探

し
嬉
し
そ
う
に
胸
に
抱
え
、
他
の
犠
牲
者
の
位
牌

が
並
ぶ
列
に
そ
っ
と
置
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

遺
族
会
の
皆
さ
ん
と
花
束
を
手
に
黄
鐘
培
ア
ボ
ヂ

は
床
波
の
海
岸
に
立
ち
、
最
後
ま
で
ピ
ー
ヤ
を
見

つ
め
て
は 

「
ヒ
ョ
ン
ニ
ム
！
ヒ
ョ
ン
ニ
ム
！
」(

兄

さ
ん
！
兄
さ
ん
！)

「
ネ
ガ
ワ
ッ
ソ 

ネ
ガ
ワ
ッ
ス

ム
ニ
ダ
！
」(

僕
が
こ
こ
に
来
ま
し
た
よ
！)

。 

 

そ
の
声
と
眼
は
１
９
４
２
年
２
月
事
故
当
時
、

母
と
一
緒
に
兄
を
懸
命
に
探
し
た
で
あ
ろ
う
黄
鐘

培
ア
ボ
ヂ
の
少
年
時
代
を
想
像
し
な
い
で
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

１
９
２
３
年
９
月
、
関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺

か
ら
21
年
後
に
起
き
た
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
、
植

民
地
朝
鮮
か
ら
生
活
に
追
わ
れ
、
ま
た
戦
時
動
員

と
国
家
総
動
員
法
の
も
と
に
強
制
連
行
さ
れ
た
朝

鮮
人
犠
牲
者
の
足
跡
と
、
大
切
な
大
黒
柱
を
失
っ

た
遺
族
一
人
一
人
の
今
日
に
至
る
生
活
史
の
記
録

が
、
早
急
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
く
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

     

☆
下
嶌
義
輔 

さ
ん 

  

私
は
一
市
民
と
し
て
今
回
の
「
長
生
炭
鉱
水
没

事
故
７
３
周
年
犠
牲
者
追
悼
式
」
に
参
加
し
た
の

で
あ
っ
て
け
っ
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
派
遣
さ

れ
て
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
に
歓
迎
し
て
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

な
ぜ
、
今
回
参
加
し
た
か
と
い
う
と
、
昨
今
、

右
翼
と
い
う
か
歴
史
修
正
主
義
者
た
ち
が
各
地
で

慰
霊
碑
な
ど
の
施
設
に
対
し
て
撤
去
さ
せ
る
よ
う

市
に
申
し
入
れ
を
し
て
、
市
も
こ
れ
に
乗
っ
て
し

ま
い
撤
去
の
動
き
が
各
地
で
起
き
た
り
し
て
い
る

と
い
う
、
現
在
の
流
れ
の
中
で
な
ん
と
宇
部
で
は
、

２
年
前
に
慰
霊
碑
を
立
て
て
し
ま
う
と
い
う
と
ん

で
も
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
運
動
が
あ
る
と

い
う
こ
と
知
り
、
こ
れ
は
一
度
行
っ
て
み
な
く
て

は
と
思
い
や
っ
て
来
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
暮
れ
東
海
地
方
の
強
制
連
行
や
強
制
労

働
の
運
動
の
中
心
で
あ
っ
た
金
蓬
洙
さ
ん
と
い
う

方
が
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
た
ち
に

と
っ
て
非
常
に
大
切
な
方
で
あ
り
困
っ
た
時
の
指

針
と
な
っ
て
く
れ
て
い
た
方
で
し
た
。
そ
ん
な
金

蓬
洙
さ
ん
が
亡
く
な
り
気
が
め
い
っ
て
い
た
と
こ

ろ
で
し
た 

 

そ
ん
な
中
で
今
回
こ
こ
宇
部
へ
来
て
み
て
な
ん

と
な
く
見
え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ

は
運
動
の
継
続
の
永
さ
。
も
う
一
つ
は
韓
国
の
遺

族
会
の
存
在
い
ま
だ
に
遺
族
を
探
し
続
け
、
新
た

な
遺
族
を
探
し
連
れ
て
く
る
そ
ん
な
息
の
長
い
運

動
を
私
た
ち
も
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

http://www.irasutoya.com/2015/02/blog-post_92.html
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☆
西
中
誠
一
郎
さ
ん 

１
９
６
４
年
東
京
生
ま
れ
．
フ
リ
ー
の
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
入
管
難
民
問
題
や
朝
鮮
学
校
の

「
高
校
無
償
化
」
排
除
問
題
、
植
民
地
／
戦
争

責
任
、
原
発
事
故
等
の
取
材
や
ビ
デ
オ
制
作
に

関
わ
っ
て
い
る
。 

 

●
未
だ
に
終
ら
な
い
、
日
本
の
植
民
地
／
戦
争
責
任 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

今
回
初
め
て
長
生
炭
鉱
の
犠
牲
者
追
悼
式
や
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
。
瀬
戸
内
海
の
穏

や
か
な
海
に
突
き
出
た
２
本
の
「
ピ
ー
ヤ
」
を
見

た
時
、
小
学
生
時
代
の
記
憶
を
思
い
出
し
た
。
か

つ
て
山
口
県
周
防
大
島
に
祖
母
の
家
が
あ
り
、
夏

休
み
を
過
ご
す
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
１
９

７
０
年
代
初
頭
、
近
く
の
海
域
で
１
９
４
３
年
に

爆
発
し
沈
没
し
た
「
戦
艦
陸
奥
」
を
引
き
揚
げ
る

た
め
に
、
サ
ル
ベ
ー
ジ
会
社
の
巨
大
な
ク
レ
ー
ン

船
が
近
所
の
港
を
出
入
り
し
て
い
た
。 

 

ネ
ッ
ト
検
索
し
た
「
戦
艦
陸
奥
引
き
揚
げ
関
連

年
表
」
に
、
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
年
）
、「
沈
没
10

周
年
慰
霊
祭
、
初
回
遺
族
大
会
」
が
開
催
さ
れ
「
旧

軍
艦
陸
奥
遺
体
引
揚
促
進
会
」
が
結
成
、
衆
参
両

院
に
遺
体
引
揚
趣
意
書
と
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
た
、

と
あ
る
。
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
年
）
に
陸
奥
の

引
揚
作
業
が
始
ま
り
、
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
年
）

に
至
る
ま
で
の
７
年
間
、
政
府
•
山
口
県
政
を
上

げ
て
、
巨
額
の
国
費
が
投
入
さ
れ
、
船
体
と
遺
骨

の
引
き
揚
げ
が
続
い
た
。
陸
奥
が
沈
没
し
た
柱
島

沖
が
見
え
る
丘
に
、
周
防
大
島
町
立
の
「
陸
奥
記

念
館
」
が
立
っ
て
い
る
。
陸
奥
の
引
き
揚
げ
に
尽

力
し
た
政
府
要
人
の
中
に
は
、
故
•
岸
信
介
の
名

前
も
あ
る
。 

 

翻
っ
て
、
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
か
ら
73
年
。
未

だ
に
海
中
に
は
１
８
３
名
の
遺
体
、
遺
骨
が
眠
っ

て
い
る
。「
長
生
炭
鉱
追
悼
ひ
ろ
ば
」
で
の
追
悼
式

に
参
列
し
、
目
の
前
の
海
上
に
突
き
出
し
た
「
ピ

ー
ヤ
」
を
臨
む
海
岸
の
波
打
ち
際
で
花
束
を
捧
げ
、

慟
哭
す
る
韓
国
人
遺
族
の
姿
を
見
な
が
ら
、
未
だ

に
終
ら
な
い
日
本
の
植
民
地
／
戦
争
責
任
の
「
現

在
」
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
思
い
が
沸
き
上
っ
て
き

た
。 

  
 

第 8回強制動員真相究明全国研究集会 
「強制連行問題をどう終わらせるか」 

☆2015 年 3 月 21 日(土)13:30～17:30 
山口県宇部市文化会館(2 階研修ホール) 
参加費 一般 1000 円 学生 500 円 

☆2015 年 3 月 22 日(日) 長生炭鉱フィールドワーク 
午前 8 時 20 分 JR 宇部線 宇部新川駅集合（～12 時終了予定） 

参加費 3000 円(交通費、証言者・韓国在住遺族招聘費込み) 

共催 強制動員真相究明ネットワーク 

長生炭鉱の水非常を歴史に刻む会 

長生海岸でピーヤ
に向かって手を振
る遺族達 
（西中誠一郎氏撮影） 

ピーヤに向かって花を捧げる遺族達 

(西中誠一郎氏撮影) 
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長
生
炭
鉱
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
報
告 

―
水
没
事
故
は
、
当
時
の
鉱
山
法
に
違
反
し
た
「
人

災
」
で
あ
っ
た
ー 

共
同
代
表 

内
岡
貞
雄 

【
は
じ
め
に
】 

 

２
０
１
５
年
１
月
23
日
（
金
）
、
第
29
回
人
権

啓
発
研
究
集
会
・
第
５
回
部
落
解
放
・
人
権
確
立

を
め
ざ
す
県
民
の
集
い
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ

り
、
宇
部
炭
田
＆
長
生
炭
鉱
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

を
行
な
っ
た
。
参
加
者
は
全
国
各
地
か
ら
26
名
で

あ
っ
た
。 

【
石
炭
記
念
館
】 

 

２
階
展
示
場
に
、
宇
部
炭
田
に
関
す
る
大
年
表

が
あ
る
。
１
９
４
２
年
２
月
３
日
に
起
こ
っ
た
長

生
炭
鉱
水
没
事
故
犠
牲
者
１
８
３
名
と
書
か
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
「
刻
む
会
」
が
長
生
炭
鉱
水
没

事
故
の
記
述
が
な
か
っ
た
こ
と
に
抗
議
し
て
、
２

０
０
５
年
頃
に
加
え
ら
れ
た
も
の
だ
。
上
か
ら
紙

を
張
り
付
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
き
ち
ん
と
修

正
し
て
も
ら
い
た
い
。 

 

石
炭
記
念
館
の
展
望
台
は
、
１
９
６
７
年
に
閉

山
し
た
宇
部
興
産
（
株
）
東
見
初
炭
鉱
事
業
所
が

こ
こ
に
竪
坑
櫓
を
移
設
、
改
修
し
た
も
の
で
、
宇

部
市
街
地
が
一
望
で
き
る
。
展
望
台
か
ら
東
見
初

炭
鉱
及
び
沖
ノ
山
炭
鉱
の
位
置
を
確
認
し
、
二
つ

の
炭
鉱
は
１
９
４
４
年
の
戦
争
末
期
に
一
千
人
以

上
の
朝
鮮
人
を
酷
使
し
た
。
前
者
は
戦
争
捕
虜
（
英

国
人
、
米
国
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
）
を
、
後
者
は
中

国
人
捕
虜
を
十
分
な
食
事
も
与
え
ず
、
強
制
労
働

さ
せ
て
い
た
事
実
を
参
加
者
に
伝
え
た
。 

【
在
日
朝
鮮
人
二
世
の
許
鳳
兆(

ホ
ボ
ン
ジ
ョ)

さ

ん
の
講
演
】 

 

福
岡
県
飯
塚
で
生
ま
れ
た
許
さ
ん
は
、
当
時
全

国
で
一
校
し
か
な
か
っ
た
東
京
朝
鮮
高
級
学
校
を

卒
業
。
そ
の
後
、
宇
部
初
中
級
学
校
の
教
員
を
し

な
が
ら
朝
鮮
大
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
。
当
時
、
東

京
朝
鮮
高
級
学
校
の
寮
の
す
ぐ
近
く
に
サ
ッ
カ
ー

で
知
ら
れ
る
帝
京
高
校
が
あ
り
、
そ
こ
の
監
督
さ

ん
が
サ
ッ
カ
ー
の
指
導
を
請
い
に
朝
鮮
高
級
学
校

に
よ
く
来
て
い
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
伺
っ
た
。 

参
加
者
の
感
想
文
に
、
ホ
さ
ん
の
話
し
を
直
接
聞

け
て
良
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
っ
た
。 

【
西
光
寺
の
ご
位
牌
を
前
に
】 

 

１
８
３
（
実
際
は
１
８
７
）
の
位
牌
を
前
に
、

共
同
代
表
の
井
上
洋
子
さ
ん
か
ら
数
名
の
ご
遺
族

に
関
す
る
話
を
し
て
も
ら
う
。
お
寺
の
本
堂
で
実

際
に
ご
位
牌
を
見
て
、
参
加
者
は
水
没
事
故
の
犠

牲
者
を
実
感
さ
れ
た
様
子
だ
っ
た
。 

【
追
悼
ひ
ろ
ば
・
長
生
炭
鉱
跡
地
】 

 

時
間
の
関
係
で
、
現
地
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
廻

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、「
殉
難
者
之
碑
」
の

問
題
点
、
す
な
わ
ち
歴
史
認
識
の
欠
如
や
植
民
地

期
の
反
省
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
等
。
そ
し
て
事
故

当
時
、
本
坑
口
付
近
で
あ
っ
た
出
来
事
な
ど
を
説

明
す
る
。 

【
ピ
ー
ヤ
の
見
え
る
海
岸
】
（
参
加
者
の
感
想
よ
り
） 

・
海
底
炭
鉱
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・
坑
内
で
の
過
酷
な
労
働
実
態
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。 

・
ご
遺
体
が
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
事
実
に

言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

・
幼
い
頃
、
長
崎
の
炭
鉱
で
友
人
の
在
日
の
子
が

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

何
で
彼
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
当
時
は

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

・
子
供
た
ち
に
海
底
炭
鉱
で
あ
っ
た
事
実
を
伝
え

た
い
で
す
。 

・
行
政
と
し
て
歴
史
の
真
実
を
、
自
ら
明
ら
か
に

し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。 

・
海
底
炭
鉱
と
い
う
の
が
、
と
て
も
特
徴
的
だ
と

思
い
ま
し
た
。 

・
長
野
県
松
本
の
大
本
営
跡
を
見
学
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

・
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
の
歴
史
の
事
実
を
、
人
権

の
視
点
で
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
し
ま

し
た
。 

・「
安
全
」
と
い
う
視
点
が
と
て
も
軽
ん
じ
ら
れ
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

・
長
崎
市
の
三
菱
端
島
炭
鉱
（
軍
艦
島
）
に
行
っ

た
時
よ
り
も
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
生
々
し
か
っ

た
。
今
、
わ
れ
わ
れ
が
で
き
る
こ
と
、
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。 

・
観
光
で
長
崎
の
軍
艦
島
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
朝
鮮
人
に
関
す
る
説
明
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

・
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
、
得
る

も
の
が
あ
り
良
か
っ
た
で
す
。 

・
神
奈
川
県
出
身
な
の
で
、
炭
鉱
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 
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・
現
地
跡
の
説
明
に
加
え
、
在
日
二
世
の
方
の
直

接
の
お
話
し
、
ま
た
「
刻
む
会
」
の
方
の
話
を

お
寺
で
聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
内
容
の
濃
い

も
の
で
し
た
。
よ
い
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

・
現
地
を
回
り
、
現
地
で
説
明
を
受
け
、
現
地
で

感
じ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。 

 

【
１
月
21
日
（
水
）
、
福
岡
県
筑
後
地
区
社
会
人

権
・
同
和
教
育
協
議
会
八
女
ブ
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
】 

 

参
加
者
６
名
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、
１
月
23

日
（
金
）
と
ほ
ぼ
同
じ
コ
ー
ス
を
回
る
。
西
光
寺

は
都
合
に
よ
り
割
愛
。
東
見
初
炭
鉱
遭
難
者
之
墓

（
犠
牲
者
２
３
５
名
）
の
犠
牲
者
に
３
７
名
の
女

性
の
名
前
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
水
没
事
故

は
１
９
１
５
年
に
発
生
し
て
い
る
が
、
長
生
炭
鉱

犠
牲
者
・
申
龍
業(

シ
ン
ヨ
ン
オ
プ)

さ
ん
の
息
子
で

あ
る
申
載
鳳(

シ
ン
ジ
ェ
ボ
ン)

さ
ん
の
証
言
に
よ

る
と
、
事
故
後
の
１
９
４
２
年
以
降
（
１
９
４
５

年
ま
で
）
、
家
族
を
支
え
る
た
め
女
性
も
過
酷
な
坑

内
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。（
２

０
１
１
年
、
69
周
年
追
悼
集
会
、
西
岐
波
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
） 

 

次
の
感
想
は
参
加
者
を
代
表
し
た
女
性
の
方
に

よ
る
も
の
で
す
。 

 

私
た
ち
福
岡
県
の
大
牟
田
や
筑
豊
の
炭
鉱
は
中

小
炭
鉱
も
あ
っ
た
が
、
大
手
の
炭
鉱
が
生
産
の
中

心
を
担
っ
て
い
た
。
宇
部
の
長
生
炭
鉱
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
中
小
炭
鉱
に
属
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
安
全
管
理
を
怠
り
、
無
理
に
無
理
を
重
ね
て

生
産
量
を
増
や
そ
う
と
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
研
修
は
朝
鮮
人
労
働
者
の
実
態
、
長
生

海
底
炭
鉱
で
発
生
し
た
水
没
事
故
の
教
訓
を
学
び

ま
し
た
。
私
た
ち
の
地
域
の
方
々
に
も
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

 

  
 

 
 

 

 

              
 

 
 

第 29 回人権啓発研究集会、FW 参加の皆さ

ん（2015.1.23 撮影） 

福岡県筑後地区人権・同和

協議会八女ブロックの皆

さん（2015.1.21 撮影） 

活
動
日
誌 

(

前
回
た
よ
り
以
降) 

※
太
字
…
詳
細
は
記
事
に
て
紹
介 

２
０
１
４
年 

▽

月

日(

木) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金

カ
ッ
ト
問
題
に
つ
い
て
の
請
願
に
関
す
る
宇
部

市
議
会
文
教
民
生
委
員
会
で
の
審
議
陪
席 

▽

月

日(

水) 

同
右
宇
部
市
議
会
本
会
議
傍
聴 

▽

月

日(

木) 

「
ニ
ッ
コ
リ
し
よ
う
パ
レ
ー
ド
in
下
関
」
反
省
会 

２
０
１
５
年 

▽
１
月

日(

月) 

第
８
回
運
営
委
員
会 

▽
１
月

日(

火) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金

カ
ッ
ト
問
題
に
つ
い
て
の
請
願
審
議
の
た
め
の

宇
部
市
教
育
委
員
会
陪
席 

▽
１
月

日(

水) 

筑
後
地
区
社
会
人
権
同
和
研
究
推
進
協
議
会
八
女

ブ
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
入 

▽
１
月

日(

木) 

第

回
人
権
啓
発
研
究
集
会 

 

全
体
会
・
ブ
ー
ス
出
展
（
パ
ネ
ル
展
示
・
物
販
販
売
） 

▽
１
月

日(

金) 
 

第

回
人
権
啓
発
研
究
集
会 

 

分
科
会
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
入 

▽
１
月

日(

土) 

周
年
追
悼
集
会 

▽
２
月
１
日(

日) 

遺
族
会
と
の
交
流
会 

▽
２
月
３
日(

火) 

宇
部
市
と
の
協
議
会 

▽
２
月
９
日(

月) 

第
９
回
運
営
委
員
会 

▽
２
月

日(

木) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
抗
議
の

県
庁
前
座
り
込
み
及
び
申
し
入
れ
行
動
参
加 

▽
２
月

日(

金)

～

日(

日) 

第
６
回
国
際
切
手
ま
つ
り
in
防
府 

パ
ネ
ル
展
示
・
「
ア
ボ
ジ
は
海
の
底
」

上
映 

▽
３
月
３
日(

火) 

第

回
運
営
委
員
会 

▽
３
月

日(

水) 

山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
補
助
金
カ
ッ
ト
抗
議
の

県
庁
前
座
り
込
み
及
び
申
し
入
れ
行
動
参
加 
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2 月 20 日(金)～22 日(日) 
主催：国際協力切手まつり in 山口実行委員会 

防府市アスピラート１F ホールにて開催 
 

炭坑や石炭を知らない子ども達にも分かりやすいよう工夫しました。 

21 日のおはなし広場では DVD「アボジは海

の底」を上映し、話を深めました。 

22 日のおはなし広場では座談会をしました。 

パ
ネ
ル
の
展
示 

プチョンの子ども達ホームスティ受

け入れをしている方々が中心の企画

です。お互いの活動を知る良い機会と

なりました。 

2015 年 4 月 25 日（土） 

午前１１時半開始 ※当日の天候により多少変更があります（小雨決行です） 

チゲ鍋を囲んでみんなでおしゃべり！ 

長生炭鉱追悼ひろば（宇部市床波 1 丁目 23）に集合！ 

なお、10時 30分よりフィールドワークを開催します！ 

こちらにも、ぜひ来てくださいね！ 

チゲ鍋を囲む会 のご案内 

韓国風キムチ鍋 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvTjFFt9xU5SEAUm6U3uV7/SIG=130ov2e7s/EXP=1423837381/**http:/thumbs.dex.ne.jp/sozai/thumbs/illust_mantan_015/max/ILM15_AG07001.JPG
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一般会計報告（2014 年 12 月 9 日〜2015 年 2 月 28 日） （円） 

収  入 

科目 予算 期間実績 累計 執行率 備考 

会費 330,000 ※１25,000 377,000 114.2%   

寄付金 1,200,000 ※２376,600 1,213,877 101.2%   

物販 170,000 48,900 92,700 54.5% 証言・資料集他 

雑収入 10,000 0 3,740 37.4% 電柱設置代 

特別会計繰入金 516,000 0 0 0.0%   

合 計 2,226,000 450,500 1,687,317 75.8%   

支  出 

科目 予算 期間実績 累計   備考 

事務費 30,000 4,498 43,615 145.4%   

広報費 285,000 74,499 320,930 112.6% 会報誌送料他 

会議費 10,000 0 0 0.0%   

追悼碑管理・拡充費 700,000 119,390 140,313 20.0% 写真パネル他 

活動費 1,120,000 496,422 568,296 50.7% 追悼集会他 

他団体会費等 26,000 5,000 39,000 150.0% 「鬼郷」製作後援 

雑支出 5,000 4,708 9,810 196.2% 振替手数料 

予備費 50,000 0 0 0.0%   

小 計 2,226,000 704,517 1,121,964 50.4%   

繰越金 0 -254,017 565,353     

合 計 2,226,000 450,500 1,687,317 75.8%   

※１ 正会員登録 3 名（個人 3 名・団体 0 名）／累計 70 名（個人 66 名・団体 4 名） 

   賛助会員登録 11 名（個人 11 名・団体 0 名）／累計 151 名（個人 146 名・団体 5 名） 

※２ 寄付者（敬称略） 

 赤間セツコ 秋好 美恵 猪股 清子 遠藤  巖 大黒 春江 大隅 督子 大友 孝子 

 岡崎 絹江 小川  信 金澤 正善 杵渕 智子 木村 和彦 熊谷 仲美 香渡 清則 

 紺谷 知也 斉藤 秀子 佐藤セツ子 澤田 知夫 鈴木  澂 須原 志保 澄田亀三郎 

 澄田 典枝 関谷 陽子 高橋  信 田中富美江 崔 玉 任 戸井 雄二 中島 郁子 

 野村 豊子 朴 唯 新 原 くに子 韓 孝 子 三賀森栄子 森田 恒一 山内 弘恵 

 依田 康子 アジア共同行動山口 関東大震災時朝鮮人虐殺の事実を知り追悼する神奈川実行委員会 

 在日大韓基督教会小倉教会 在日本大韓民国婦人会山口県地方本部 在日本朝鮮人総連合会山口県本部 

 在日本大韓民国民団山口県宇部支部 在日本大韓民国民団小野田支部 

 在日本大韓民国民団 山口県地方本部 曹洞宗全柳寺 在日本朝鮮人総連合会宇部小野田支部 

 日本基督教団宇部緑橋教会 日本基督教団小郡教会 日本基督教団下松教会 

 日本基督教団下関教会 無窮花堂友好親善の会 第 29 回人権啓発研究集会 

 匿名 6 名 

 

特別会計報告（2014 年 12 月 9 日〜2015 年 2 月 28 日） （円） 

収入 支出 

科 目 金 額 備 考 科 目 金 額 備 考 

繰越金 4,072,956   繰出金 0  

繰入金 0   追悼碑拡充費 259,200 塀設置 

寄付金 200,000 指定寄付金（匿名） 繰越金 4,013,756  

合 計 4,272,956   合 計 4,272,956   

 

以上感謝をもってご報告いたします。 

引き続きのご支援をお願い申し上げます。 
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運
営
委
員
会
報
告 

（
２
０
１
５
年
12
月
９
日
〜
２
０
１
５
年
２
月
28
日
） 

事
務
局
長 

小
畑
太
作 

第
８
回
運
営
委
員
会 

１
月
19
日(

月)

欠
席
２
名 

第
９
回
運
営
委
員
会 

２
月
９
日(

月)

欠
席
３
名 

【
学
習
会
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
受
け
入
れ
】 

以
下
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
学
習
会
を
受
け
入

れ
、
実
施
ま
し
た
。 

①
１
月
21
日(

水) 

筑
後
地
区
社
会
人
権
同
和
教
育
推
進
協
議
会

八
女
ブ
ロ
ッ
ク 

②
１
月
23
日(

金) 
 

第
29
回
人
権
啓
発
研
究
集
会
（
第
５
回
部
落
解

放
・
人
権
確
立
を
め
ざ
す
県
民
の
集
い
） 

③
２
月
１
日(

日) 
 

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
の
真
実
を
知
り
追

悼
す
る
神
奈
川
実
行
委
員
会 

今
後
は
以
下
の
受
け
入
れ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

①
３
月
22
日(

日) 
 

第
８
回
強
制
動
員
真
相
究
明
全
国
研
究
集
会 

②
７
月
６
日(

月) 
 

曹
洞
宗
中
国
管
区
内
宗
務
所
教
化
セ
ン
タ
ー

役
職
員
人
権
啓
発
研
修
会 

一
人
か
ら
で
も
受
け
入
れ
実
施
し
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。 

そ
の
他
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『
ア
ボ
ジ
は
海
の
底
』
や
パ
ネ

ル
等
の
貸
出
、
出
前
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
「
追
悼
ひ
ろ
ば
」
の
拡
充
】 

ひ
ろ
ば
南
側
に
、
新
た
に
塀
を
設
置
し
、
こ
れ
に

顧
問
の
山
口
武
信
さ
ん
に
よ
る
油
絵
と
、
１
９
９

７
年
に
ピ
ー
ヤ
か
ら
引
き
上
げ
た
坑
木
を
設
置･

展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
追
悼
式
の
際
の
横
断
幕

設
置
の
た
め
の
設
備
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。 

今
後
は
、
新
た
な
塀
へ
の
「
追
悼
ひ
ろ
ば
」
説
明

文
の
設
置
、
長
生
炭
鉱
に
関
す
る
絵
画
の
設
置
に

つ
い
て
検
討
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

【
遺
骨
等
収
集
】 

な
か
な
か
活
路
を
見
出
せ
な
い
で
い
ま
す
。
こ
の

間
も
、
政
府
交
渉
に
当
た
っ
て
当
面
の
取
り
組
み

の
た
め
の
切
り
口
と
し
て
、
①
事
故
当
時
の
安
全

管
理
、
②
事
故
当
時
の
被
害
補
償
、
③
現
在
の
遺

骨
等
収
集
と
返
還
、
の
三
つ
に
つ
い
て
法
的
に
は

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の
か
、
法
律
家
や
学
識

者
へ
の
相
談
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
当
会
と
し
て

の
調
査
や
、
市
議
会
議
員
や
地
元
選
出
の
国
会
議

員
に
、
未
解
決
の
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
う
向
き

合
う
の
か
を
問
い
つ
つ
、
協
力
を
求
め
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
が
、
道
筋
を
模
索
し
て
い
る
段

階
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
遺
族
た
ち

の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
こ
の

度
の
追
悼
集
会
来
訪
の
遺
族
か
ら
は
将
来
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
鑑
定
に
備
え
て
検
体
の
採
取
を
実
施
し
ま
し
た
。 

【
宇
部
市
長
と
の
協
議
】 

２
月
３
日(

火)

第
25
回
「
長
生
炭
鉱
水
没
事
故
問

題
解
決
の
た
め
の
宇
部
市
長
と
の
協
議
会
」
開
催
。

引
き
続
き
、
制
作
は
完
了
し
て
い
る
も
の
の
文
章

に
問
題
が
あ
り
設
置
が
延
期
と
な
っ
て
い
る
「
ピ

ー
ヤ
に
関
す
る
説
明
看
板
」
の
こ
と
、
追
悼
碑
・

追
悼
集
会
へ
の
協
力
、
遺
骨
等
収
集
の
課
題
、
等
々

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
協

議
に
お
い
て
市
当
局
の
不
誠
実
な
態
度
に
対
し
て

「
市
長
へ
の
手
紙
」
に
よ
り
是
正
を
求
め
ま
し
た

が
、
市
長
自
身
が
こ
の
課
題
を
敬
遠
し
て
い
る
様

子
が
現
れ
た
限
り
で
し
た
。
し
か
し
引
き
続
き
、

粘
り
強
く
協
議
を
継
続
し
ま
す
。
次
回
の
協
議
は

年
度
明
け
の
予
定
で
す
。
皆
様
の
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
山
口
朝
鮮
初
中
級
学
校
へ
の
助
成
金
停
止
問
題
】 

宇
部
市
市
議
会
と
宇
部
市
教
育
委
員
会
に
「
助
成

金
再
開
を
求
め
る
請
願
」
を
提
出
。
市
議
会
で
は

趣
旨
説
明
も
行
い
ま
し
た
が
、
市
議
会
・
市
教
委

の
い
ず
れ
も
が
、
国
連
か
ら
の
人
権
侵
害
勧
告
に

対
し
て
合
理
的
見
解
を
示
す
こ
と
な
く
無
視
、
不

採
択
と
し
ま
し
た
。
今
後
の
新
た
な
取
り
組
み
の

前
に
、
案
内
の
通
り
元
宇
部
朝
鮮
学
校
校
長
を
講

師
に
招
き
、
公
開
学
習
会
を
開
催
し
ま
す(

同
封
の

チ
ラ
シ
参
照)

。
ま
た
、
山
口
県
に
対
し
て
は
、
引

き
続
き
県
庁
前
の
抗
議
行
動
に
参
加
と
呼
び
掛
け

を
継
続
し
ま
す
。 

【
73
周
年
追
悼
集
会
】 

準
備
を
重
ね
１
月
31
日(

土)

に
開
催
。
詳
細
は
別

途
報
告
の
通
り
で
す
。
２
月
１
日(

日)

遺
族
と
の
懇

談
に
お
い
て
来
日
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
体
を
採
取
し
ま

し
た
。 

【
第
８
回
強
制
動
員
真
相
究
明
全
国
研
究
集
会
】 



- 12 - 

 

参
加
申
込
受
付
を
担
当
。
３
月
21
日(

土)

研
究
集

会
に
て
現
地
報
告
を
担
当
予
定
。
３
月
22
日(

日)

は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。 

【
そ
の
他
】 

☆
１
月
23
日(
金)
第
29
回
人
権
啓
発
研
究
集
会

（
第
５
回
部
落
解
放
・
人
権
確
立
を
め
ざ
す
県

民
の
集
い
）
に
ブ
ー
ス
を
設
置
。
パ
ネ
ル
展
示

に
合
わ
せ
て
珈
琲
・
ゆ
ず
茶
と
『
証
言
・
資
料

集
２
』
を
販
売
。 

☆
２
月
20
日(

金)

〜
22
日(

日)

防
府
切
手
ま
つ
り

に
参
加
。
パ
ネ
ル
展
示
。
紙
芝
居
披
露
。 

☆
「
慰
安
婦
」
問
題
を
描
い
た
映
画
「
鬼
郷
」
制

作
に
賛
同
。 

☆
顧
問
の
山
口
武
信
さ
ん
が
昨
年
12
月
中
旬
に
転

倒
怪
我
の
た
め
入
院
。
現
在
も
継
続
入
院
の
上

療
養
中
で
す
。 

 

 

日時 ２０１５年５月３０日(土) 14：00～16：00 

場所 宇部緑橋教会 

会員の皆様には追って議案書及び出欠の確認書類をお送りします。 

☆「正会員」と「賛助会員」の二種類があります。 

正 会 員 会費：個人３，０００円／年 ・ 団体５，０００円／年 

※総会議員となり、総会（５月）での議決権を有します。 

賛助会員 会費：個人１，０００円／年 ・ 団体２，０００円／年 

ご希望の方は、①会費を添えて直接事務局へ持参下さるか、 

 ②郵便振込用紙にて入会希望の旨を記載し、会費を振り込んでください。 

※なお、会計年度は４月１日～翌年３月３１日です。 

その他、カンパも随時受け付けています。 

追悼ひろばに設置した塀 

山口顧問の絵と坑木を設置しました。 

「刻む会たより No.56」同封物のご案内 

☆送付状  ☆第 8 回強制動員真相究明全国集会チラシ  

☆春のフィールドワークチラシ   ☆会員募集パンフレット   


